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投物防止柵　14@1 400=19 600

40 80 40 80 40 80

40 80

40 80 40 80

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

A1 A2

A1 A2

側　面　図 S=1:60

平　面　図 S=1:60

断　面　図 S=1:100

排水管詳細図 S=1:10

A
A B

B

E DF C
CDEF

現 橋 一 般 図

待居橋

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

現橋一般図1

A-A面図
A1橋台

B-B断面図
A2橋台

F-F断面図

米子川

D-D断面図

米子川

C-C断面図

E-E断面図

米子川

米子川

米子川

米子川

米
子
川

【待居橋】

設　計　条　件

路 線 名

形 式

橋 長

支 間

幅 員

平 面 線 形

斜 角

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

衝 撃 係 数

橋 面 舗 装

設 計 震 度

使 用 材 料

交 差 物 件

設 計 荷 重

適 用 示 方 書

添 架 物 荷 重

雪 荷 重

活 荷 重

防 護 柵 荷 重

下 部 工

上 部 工

基 礎 工

下 部 工

上 部 工

桁 長

鉄 筋

コンクリート

鉄 筋

コンクリート

竣 工 年 月 日

橋 梁 名

SD24,SD30（想定）

σck = 21（210） N／mm 2(kg／cm 2)　（想定）

SD24,SD30（想定）

σck = 21（210） N／mm 2(kg／cm 2)　（想定）

昭和31年示方書　（想定）

昭和32年4月　（橋名板より）

一級河川：米子川

kh=0.2　（既往資料がないため想定である）

アスファルト舗装 t=80mm

i=20/(50+L)　（想定）

60kg/m（想定）

水道管1条、不明管1条

1KN/m

２等橋 T-14

L = 24.050 m 

L = 18.250 m 

道路線形 : R = ∞（直線）

θ= 90° 00′00″

L = 18.000 m 
(地覆)

W = 0.35 + 4.40 + 0.35 = 5.10 m（道路一定幅員）

Level

上路橋（ＲＣアーチ橋）

アーチアバット

直接基礎

市道亀倉米子線　1-25号線

待居橋

I = 2.0 %　放物線勾配

(車道) (地覆)

（現地確認）

（想定）2

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事
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4@2 250=9 000
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m
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2 200 18 250 2 200

3 500

施工時流量(Q=190m3/s)

350 4 400 350

5 100

350 4 400 350

5 100
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河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

断面修復工
（t=3cm）

表面保護工

ひびわれ補修工

断面修復工
（t=5cm）

ひびわれ補修工

断面修復工
（t=3cm）

表面保護工

ひびわれ補修工

断面修復工
（t=5cm）

舗装打替え工(橋面部)
橋面防水工

舗装打替え工
（土工部）

排水管取替工

断面修復工
（t=5cm）

投物防止柵取替え工 投物防止柵取替え工投物防止柵取替え工

床版上面断面修復工※

橋面防水工

舗装打替え工（橋面部）

床版上面断面修復工※

橋面防水工

舗装打替え工（橋面部）

表面保護工

断面修復工
（t=5cm）

断面修復工
（t=5cm）

舗装打替え工（土工部）

橋面防水工

舗装打替え工（橋面部）

※床板上面断面修復工は、施工時に床板上面の状況を確認して、対策工の要否を判断すること。

（１）道路規制

　本橋の補修工事を行うには、周辺に施工ヤードを確保できるスペースがない

ため、施工ヤードの確保は橋面上とする。

　道路規制は、施工全期間において全面通行止めが必要となる。

　通行規制に際しては、地元および関係機関へ周知する。

（２）騒音対策

　コンクリートはつり作業などに伴い、騒音が発生する。施工前に周辺住民に説明

して理解を得るとともに低騒音型の機械の使用や防音シート設置、作業時間の調整

等の工夫をする。

（３）産業廃棄物について

　コンクリート殻などの産業廃棄物業者の桁下河川へ落下しないよう、足場にシー

ト張などの防護を実施する。

（４）支障物について

　橋梁上に架空線があるため、工事実施前に管理者との調整が必要となる。

補 修 材 料 規 格

工　種

ひびわれ補修工（ひびわれ注入工）

表面保護工（表面含浸工）

断面修復工（左官工法）

材料規格

土木補修用エポキシ樹脂注入材1種 (橋　台)

シラン系含浸材

ポリマーセメントモルタル

排水管取替工 SUS304

土木補修用エポキシ樹脂注入材2種 (上部工)

A1 A2

A1 A2

側　面　図 S=1:100

平　面　図 S=1:100

断　面　図 S=1:50

（橋台）

START

交通規制（全止） ・・・全面通行止めによる交通規制

END

補修フロチャート

舗装打ち換え工

橋面防水工

床版上面断面修復工※

投物防止柵撤去工

・・・吊り足場仮設を伴わない補修工種

吊り足場設置 ・・・吊り足場工設置

断面修復工

ひび割れ補修工

表面保護工

排水管取替工

・・・吊り足場が必要となる補修工種

吊り足場撤去 ・・・吊り足場工撤去

交通規制解除 ・・・交通規制解除

断　面　図 S=1:50

（支柱）

舗装打替え工（橋面部） 改質アスファルトII型

橋面防水工 塗膜系防水

床版上面断面修復工（充てん工法）※ 早強コンクリート

投物防止柵設置工 ・・・吊り足場仮設を伴わない補修工種

断面修復工（t=5cm）

舗装打替え工（橋面部）

表面保護工

橋面防水工

床版上面断面修復工（t=6cm）

凡　例

ひびわれ補修工

投物防止柵取替え工

断面修復工（t=3cm）

舗装打替え工（土工部）

補 修 一 般 図
待居橋

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

補修一般図2

米
子
川

【待居橋】

設　計　条　件

路 線 名

形 式

橋 長

支 間

幅 員

平 面 線 形

斜 角

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

衝 撃 係 数

橋 面 舗 装

設 計 震 度

使 用 材 料

交 差 物 件

設 計 荷 重

適 用 示 方 書

添 架 物 荷 重

雪 荷 重

活 荷 重

防 護 柵 荷 重

下 部 工

上 部 工

基 礎 工

下 部 工

上 部 工

桁 長

鉄 筋

コンクリート

鉄 筋

コンクリート

竣 工 年 月 日

橋 梁 名

SD24,SD30（想定）

σck = 21（210） N／mm 2(kg／cm 2)　（想定）

SD24,SD30（想定）

σck = 21（210） N／mm 2(kg／cm 2)　（想定）

昭和31年示方書　（想定）

昭和32年4月　（橋名板より）

一級河川：米子川

kh=0.2　（既往資料がないため想定である）

アスファルト舗装 t=80mm

i=20/(50+L)　（想定）

60kg/m（想定）

水道管1条、不明管1条

1KN/m

２等橋 T-14

L = 24.050 m 

L = 18.250 m 

道路線形 : R = ∞（直線）

θ= 90°00′00″

L = 18.000 m 
(地覆)

W = 0.35 + 4.40 + 0.35 = 5.10 m（道路一定幅員）

Level

上路橋（ＲＣアーチ橋）

アーチアバット

直接基礎

市道亀倉米子線　1-25号線

待居橋

I = 2.0 %　放物線勾配

(車道) (地覆)

（現地確認）

（想定）2

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事



1 1

2

2 3

3

4

4

上部 工 　ひ び われ 数 量 表

注 入 座 金

ひ び わ れ 注 入 器

エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 材

シ ー ル 材 塗 布

エ ポ キ シ 樹 脂 に て 接 着

下部 工 　ひ び われ 数 量 表

A1 A2起点側 終点側

米
子
川A1 A2起点側 終点側

米
子

川

米子川

１

３

４

２

米子川 米子川

施工 フ ロー

注入器具取付・補修材注入

座金貼付、養生

シール材塗布

補修材養生

シール材、座金、注入器具撤去

完　　了

下地処理、清掃

0.2mm≦ W≧ 1.0 mm

補 修 設 計 図 (1 / 8 )

ひび割れ注入工

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

補修設計図(1/8)3

平　面　図 S=1：50

1 - 1

側　面　図 S=1：50

2 - 2
側　面　図 S=1：50

3 - 3
側　面　図 S=1：50

4 - 4

【待居橋】

ひ び われ 注 入 工 詳 細図 S=1:5

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事

番 号

①

②

延 長 (m)

全 体 面 積 (m2 )

平 均 幅 (mm)

長 さ (m)

0 .3 0

0 .9 0

1 .20

0 .000 4

0 .33

幅 (mm )

0 .30

0 .35

面 積 (m2 )

0.0 00 1

0.0 00 3

番 号

③

④

延 長 (m)

全 体 面 積 (m2 )

平 均 幅 (mm)

長 さ (m)

3 .5 0

0 .9 0

4 .40

0 .003 0

0 .68

幅 (mm )

0 .80

0 .20

面 積 (m2 )

0.0 02 8

0.0 00 2



至
　
亀
倉

至
　
米
子

至　亀倉 至　米子

※舗装構成については、施工時に路盤状況を確認し、協議の上決定すること

※床版水抜きパイプ、フレキシブルチューブについては、

施工時に設置方法を確認し、協議の上決定すること

橋面防水工（塗膜系防水）

床版水抜き孔 床版水抜き孔 床版水抜き孔 床版水抜き孔

床版水抜き孔 床版水抜き孔 床版水抜き孔 床版水抜き孔

3.75 3.753.75

18.252.90 2.90

24.05

4.
40

導水パイプ
成形目地材

導水パイプ
成形目地材

導水パイプ
成形目地材

導水パイプ
成形目地材

アスファルト舗装工
(土工部)

表　　層：密粒度As20F  t= 5cm
上層路盤：粒調砕石M-40 t=15cm

端部処理工詳細図
S=1:2

プライマー

プライマー

成形目地材、網状ルーフィング

成形目地材、網状ルーフィング

塗膜系防水層

導水パイプ

樹脂製

内径φ30mm

表層 (端部t=40mm、センターt=80mm)

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13F)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

START

舗装版切断工 ・・・施工範囲外縁の舗装版にカッターを入れる

舗装版破砕工 ・・・舗装版を破砕撤去する。

床版水抜き孔 ・・・床版水抜き孔を設置する。

橋面防水工 ・・・橋面防水工を敷設する。

END

補修フロチャート

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 ・・・アスファルト舗装を行う。

3.75 3.753.75

18.252.90 2.90

24.05

床版水抜き孔詳細図
S=1:10

100

50

13
0

50

18
0

推
定
床
版
厚

アスファルト舗装工
(土工部)

表　　層：密粒度As20F  t= 5cm
上層路盤：粒調砕石M-40 t=15cm

舗装版切断工

記号

L1

合計

舗装版破砕工(橋面)

記号

A1

合計

舗装版破砕工(土工部)

記号

A1

合計

計算式

4.4*2

面積(m)

18.25*4.4

面積(m)

2.90*4.40*2

厚さ(m)

0.06

厚さ(m)

0.05

延長(m)

8.80

8.80

体積(m3)

4.82

4.82

体積(m3)

1.28

1.28

導水パイプ、成形目地材

記号

L1

合計

橋面防水工（塗膜系防水）

記号

A1

合計

アスファルト舗装工（橋面（表層））

記号

A1

合計

アスファルト舗装工（土工部（表層、上層路盤））

記号

A1

合計

計算式

(18.25+4.40)*2

計算式

18.25*4.40

計算式

18.25*4.40

計算式

2.90*4.40*2

延長(m)

45.30

45.30

面積(m2)

80.30

80.30

面積(m2)

80.30

80.30

面積(m2)

25.52

25.52

0.40 3.10 3.10 0.40

3.10 0.400.40 3.10

アスファルト舗装工(橋面部) t=6cm

A1 A2起点側 終点側

米
子

川

A1 A2起点側 終点側

補 修 設 計 図 (2 / 8 )

舗装打ち替え工、橋面防水工

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

4

平　面　図 S=1：50

側　面　図 S=1：50

15 補修設計図(2/8)

【待居橋】
2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



1 1
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亀
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1
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5

6
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8

9

10
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12

13

14

15

16 17

18

19

20

21

22

23

25

26 27

28

29

30 31

32

33

34

35

36

37

38

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

小計
防錆あり

防錆なし

鉄筋防錆

の有無

あり

なし

あり

なし

あり

なし

なし

なし

あり

なし

あり

なし

なし

あり

なし

あり

あり

なし

なし

なし

あり

あり

なし

なし

あり

なし

なし

あり

なし

なし

なし

あり

あり

なし

なし

あり

あり

あり

17

21

寸法

L×Ｈ(mm)

1000×250

1600×800

300×300

1600×250

300×100

250×300

300×450

1100×250

250×250

800×600

300×400

1500×500

170×150

250×850

200×200

300×300

200×350

200×400

400×300

1800×1000

200×600

200×50

500×400

650×900

500×100

2200×800

2250×800

400×250

150×100

800×750

430×200

300×150

750×300

100×200

200×100

100×300

450×250

600×200

ｔ(m)

0.050

0.030

0.050

0.030

0.050

0.030

0.030

0.030

0.050

0.030

0.050

0.030

0.030

0.050

0.030

0.050

0.050

0.030

0.030

0.030

0.050

0.050

0.030

0.030

0.050

0.030

0.030

0.050

0.030

0.030

0.030

0.050

0.050

0.030

0.030

0.050

0.050

0.050

面積(m2)

防錆あり

0.250

0.090

0.030

0.063

0.120

0.213

0.090

0.070

0.120

0.010

0.050

0.100

0.045

0.225

0.030

0.113

0.120

1.739

防錆なし

1.280

0.400

0.075

0.135

0.275

0.480

0.750

0.026

0.040

0.080

0.120

1.800

0.200

0.585

1.760

1.800

0.015

0.600

0.086

0.020

0.020

10.547

体積(m3)

防錆あり

0.0125

0.0045

0.0015

0.0032

0.0060

0.0107

0.0045

0.0035

0.0060

0.0005

0.0025

0.0050

0.0023

0.0113

0.0015

0.0057

0.0060

0.0872

防錆なし

0.0384

0.0120

0.0023

0.0041

0.0083

0.0144

0.0225

0.0008

0.0012

0.0024

0.0036

0.0540

0.0060

0.0176

0.0528

0.0540

0.0005

0.0180

0.0026

0.0006

0.0006

0.3167

豆板
豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

豆板

剥離

剥離

鉄筋露出

豆板 浮き

剥離

浮き

浮き

剥離

浮き

浮き剥離

鉄筋露出
鉄筋露出

鉄筋露出

剥離

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出
鉄筋露出

3
0～

50

数量集計は補修設計図（7/8）断面修復工(5)に記載する。

A1 A2起点側 終点側

米
子
川

カ ッ タ ー 切 断

下 地 処 理

鉄 筋 ケ レ ン 、 鉄 筋 防 錆 剤 塗 布

プ ラ イ マ ー 塗 布

断 面 修 復 材 充 填

カ ッ タ ー 切 断

米子川

断面修復材充填

はつり、鉄筋ケレン(鉄筋露出時のみ)

鉄筋防錆剤塗布(鉄筋露出時のみ)

養　　生

カッター切断

下地処理

完　　了

施工 フ ロー

補 修 設 計 図 (3 / 8 )

断面修復工(1)

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(3/8)5

2 - 2

断　面　図 S=1：50

平　面　図 S=1：50

15

【待居橋】

S=1： 3断 面復 旧 工詳 細図

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事



2

2

1

1

至　亀倉 至　米子

至　亀倉至　米子 番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

小計
防錆あり

防錆なし

鉄筋防錆

の有無

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

なし

あり

なし

あり

あり

あり

23

5

寸法

L×Ｈ(mm)

200×150

200×1200

150×200

100×300

600×200

200×100

150×250

200×150

200×100

500×200

100×150

130×200

100×700

300×250

400×600

100×400

150×600

400×250

150×450

150×200

150×500

800×250

150×100

2000×250

100×150

100×200

400×150

1000×250

ｔ(m)

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.050

0.050

0.030

0.050

0.030

0.050

0.050

0.050

面積(m2)

防錆あり

0.030

0.240

0.030

0.030

0.120

0.020

0.038

0.030

0.020

0.100

0.015

0.075

0.240

0.040

0.090

0.100

0.068

0.075

0.200

0.500

0.020

0.060

0.250

2.391

防錆なし

0.026

0.070

0.030

0.015

0.015

0.156

体積(m3)

防錆あり

0.0015

0.0120

0.0015

0.0015

0.0060

0.0010

0.0019

0.0015

0.0010

0.0050

0.0008

0.0038

0.0120

0.0020

0.0045

0.0050

0.0034

0.0038

0.0100

0.0250

0.0010

0.0030

0.0125

0.1197

防錆なし

0.0008

0.0021

0.0009

0.0005

0.0005

0.0048

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 16

17

18

19 20

21

22

23 24

25

26

27

28

　剥離

　鉄筋露出

　剥離

　鉄筋露出

　豆板

　浮き

　剥離 　鉄筋露出

　鉄筋露出　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出
　鉄筋露出

　鉄筋露出

　浮き

　鉄筋露出

　浮き

　鉄筋露出

　剥離

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　浮き

　鉄筋露出

　浮き

数量集計は補修設計図（7/8）断面修復工(5)に記載する。

A1 A2起点側 終点側

A1A2 起点側終点側

米子川

補 修 設 計 図 (4 / 8 )

断面修復工(2)

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(4/8)6

側　面　図 S=1：50

1 - 1

側　面　図 S=1：50

2 - 2

断　面　図 S=1：50
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【待居橋】
2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



2

2

1

1

至　亀倉至　米子

至　亀倉 至　米子

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

小計
防錆あり

防錆なし

鉄筋防錆

の有無

なし

あり

あり

あり

あり

あり

なし

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

29

6

寸法

L×Ｈ(mm)

50×300

200×1600

400×300

100×100

100×100

300×700

300×100

400×100

150×400

400×350

400×150

500×250

250×100

150×100

900×150

250×250

400×300

150×150

100×350

400×200

100×150

700×150

150×200

70×300

200×200

100×170

50×200

100×100

100×100

100×200

300×250

150×100

400×250

600×150

100×200

ｔ(m)

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.050

0.050

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

面積(m2)

防錆あり

0.320

0.120

0.010

0.010

0.210

0.060

0.140

0.060

0.125

0.025

0.015

0.063

0.120

0.023

0.035

0.080

0.015

0.105

0.030

0.040

0.017

0.010

0.010

0.020

0.075

0.015

0.100

0.090

0.020

1.963

防錆なし

0.015

0.030

0.040

0.135

0.021

0.010

0.251

体積(m3)

防錆あり

0.0160

0.0060

0.0005

0.0005

0.0105

0.0030

0.0070

0.0030

0.0063

0.0013

0.0008

0.0032

0.0060

0.0012

0.0018

0.0040

0.0008

0.0053

0.0015

0.0020

0.0009

0.0005

0.0005

0.0010

0.0038

0.0008

0.0050

0.0045

0.0010

0.0987

防錆なし

0.0005

0.0009

0.0012

0.0041

0.0006

0.0003

0.0076

　鉄筋露出

　剥離

　浮き

　鉄筋露出 　浮き

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　剥離

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出
　鉄筋露出　鉄筋露出

　鉄筋露出

　剥離

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　剥離

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　剥離　剥離
　鉄筋露出

　浮き

1

2
3

4

5

6

7 8

9 10 11

12

13

14

15

16

17

18

19 20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

　鉄筋露出

数量集計は補修設計図（7/8）断面修復工(5)に記載する。

A1 A2起点側 終点側

A1A2 起点側終点側

米子川

補 修 設 計 図 (5 / 8 )

断面修復工(3)

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(5/8)7

側　面　図 S=1：50

1 - 1

側　面　図 S=1：50

2 - 2

断　面　図 S=1：50
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【待居橋】
2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



1

1 2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

小計
防錆あり

防錆なし

鉄筋防錆

の有無

あり

なし

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

あり

11

3

寸法

L×Ｈ(mm)

200×300

300×1100

600×800

100×700

400×150

500×150

150×100

500×800

500×300

100×100

200×300

200×200

350×750

100×250

ｔ(m)

0.050

0.030

0.030

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.030

0.050

0.050

0.050

面積(m2)

防錆あり

0.060

0.070

0.060

0.075

0.015

0.400

0.150

0.010

0.040

0.263

0.025

1.168

防錆なし

0.330

0.480

0.060

0.870

体積(m3)

防錆あり

0.0030

0.0035

0.0030

0.0038

0.0008

0.0200

0.0075

0.0005

0.0020

0.0132

0.0013

0.0586

防錆なし

0.0099

0.0144

0.0018

0.0261

　豆板
　豆板

　浮き

　浮き

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出
　鉄筋露出

　豆板

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

1

2
3

4

5
6

7
8

9
10

11

12

13

14

数量集計は補修設計図（7/8）断面修復工(5)に記載する。

米子川 米子川

米子川

A1 A2起点側 終点側

米
子
川

米子川

至　亀倉 至　米子

米子川 米子川

補 修 設 計 図 (6 / 8 )

断面修復工(4)

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(6/8)8

断　面　図 S=1：50

1 - 1
断　面　図 S=1：50

2 - 2

断　面　図 S=1：50

3 - 3

断　面　図 S=1：50

4 - 4
断　面　図 S=1：50

5 - 5
断　面　図 S=1：50

6 - 6
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【待居橋】
2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



1

1

2

2

3

3

4

4

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

小計
防錆あり

防錆なし

鉄筋防錆

の有無

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

12

0

寸法

L×Ｈ(mm)

90×200

250×200

150×200

230×550

200×250

250×100

100×300

100×100

100×100

200×500

500×250

500×250

ｔ(m)

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

0.050

面積(m2)

防錆あり

0.018

0.050

0.030

0.127

0.050

0.025

0.030

0.010

0.010

0.100

0.125

0.125

0.700

防錆なし

0.000

体積(m3)

防錆あり

0.0009

0.0025

0.0015

0.0064

0.0025

0.0013

0.0015

0.0005

0.0005

0.0050

0.0063

0.0063

0.0352

防錆なし

0.0000

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出

　鉄筋露出
　鉄筋露出

　鉄筋露出

1

2 3

4

5

6

7

8

9

10

11 12

断面修復工　集計表

図面

断面修復工(1)

断面修復工(2)

断面修復工(3)

断面修復工(4)

断面修復工(5)

合計

数量(防錆あり)

面積(m2)

1.739

2.391

1.963

1.168

0.700

7.961

体積(m3)

0.0872

0.1197

0.0987

0.0586

0.0352

0.3994

数量(防錆なし)

面積(m2)

10.547

0.156

0.251

0.870

0.000

11.824

体積(m3)

0.3167

0.0048

0.0076

0.0261

0.0000

0.3552

米子川

米子川

米子川 米子川

A1 A2起点側 終点側

米
子
川

至　亀倉 至　米子補 修 設 計 図 (7 / 8 )

断面修復工(5)

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(7/8)9

断　面　図 S=1：50

1 - 1
断　面　図 S=1：50

2 - 2

断　面　図 S=1：50

3 - 3
断　面　図 S=1：50

4 - 4
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2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



11

2

2

3

3

44

55

66

至　亀倉 至　米子

6.
07

1.
04

2.
72

0.40 0.
40

至　亀倉 至　米子

至　亀倉 至　米子

至　米子至　亀倉

至　亀倉 至　米子

至　亀倉至　米子

0.80 0.80

6.
07

0.25
0.25

5.10

表面保護工　床板部延長L=17.75m

表面保護工　床板部延長L=17.75m

アーチリブ
上面延長 L1=23.0m
下面延長 L2=22.1m
側面面積 A=11.7m2

1.00 2.20 1.00

支柱①

支柱②

支柱①

支柱②

橋台部面積A=30.3m2

横梁

横梁

横梁

床板部周長
L=1.94m

床板部周長
L=1.94m

表面保護工　数量計算表

部材

アーチリブ部

支柱部

橋台部

横梁部

床板部

合計

箇所

上面

下面

側面

支柱①

支柱②

算式

23.0×1.0×2

22.1×1.0×2

11.7×2×2

(0.25+0.80)×2×2.72×4

(0.25+0.80)×2×1.04×4

30.3×2

(0.40×4)×2.20×2

1.94×17.75×2

=

=

=

=

=

=

=

=

単位

m2

m2

m2

m2

m2

数量

137.0

31.5

60.6

7.0

68.9

305.0

46.0

44.2

46.8

22.8

8.7

60.6

7.0

68.9

素 地 調 整

表 面 保 護 工 詳 細図 S=1:5

表 面 含 浸 材 塗 布

(シ ラ ン 系 含 浸 材 )

START

下地処理 ・・・ケレンにより下地調整を行う。

表面含浸材塗布 ・・・含浸材を塗布する。

END

補修フロチャート

養生 ・・・含浸材の含浸養生を行う。

表面保護工（下地処理のみ）　面積計算表

番号

1

2

3

4

5

6

合計

寸法

L×Ｈ(mm)

800×900

800×350

3000×250

800×400

1000×500

800×400

面積(m2)

0.720

0.280

0.750

0.320

0.500

0.320

2.890

　表面保護工
下地処理のみ

　表面保護工
下地処理のみ

　表面保護工
下地処理のみ

　表面保護工
下地処理のみ

　表面保護工
下地処理のみ

　表面保護工
下地処理のみ

1 2

3

4

5

6

※遊離石灰の除去が目的である。

A1 A2起点側 終点側

A1 A2起点側 終点側

米
子
川

A1 A2起点側 終点側

米
子

川

A1 A2起点側 終点側 A1 A2起点側 終点側

A1A2 起点側終点側

補 修 設 計 図 (8 / 8 )

表面保護工

注 1： 下 地 処 理 は 、 ひ び わ れ 補 修 、 鉄 筋 露 出 部 の 防 錆 処 理 、 断 面 修 復 を 含 む 。

注 2： 含 浸 材 塗 布 量 は 、 各 含 浸 材 の カ タ ロ グ 値 に 従 う こ と 。

注 3： 施 工 温 度 は 、 各 含 浸 材 の カ タ ロ グ 値 を 参 考 と す る こ と 。

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示

須 坂 市

補修設計図(8/8)10

断　面　図 S=1：100

側　面　図 S=1：100

平　面　図 S=1：100

平　面　図 S=1：100

1 - 1

2 - 2
断　面　図 S=1：100

3 - 3

側　面　図 S=1：100

4 - 4
側　面　図 S=1：100

5 - 5

側　面　図 S=1：100

5 - 5

15

【待居橋】
2025年度　道路メンテナンス事業

待居橋橋梁修繕工事



A1 A2

側　面　図

20
0以

上

10
00

15
0

25
011

9

20
0

10
60

200

10
60

20
0以

上

1000

15
0

250 11
9

取付金具T1

加工管R1(R2)

TS-PL_PIPE-L

Type-1(Type-2)

管接続金物TS1

TSカップリングC1

取付金具T1

加工管R1(R2)

TS-PL_PIPE-L

Type-1(Type-2)

管接続金物TS1

TSカップリングC1

110 110

断　面　図

米子川

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

【待居橋】

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

排水装置取替工(1)11

排 水 装 置 取 替 工 (1 )
待居橋

S=1:50

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事



内側EPDM貼付(t=3.0)

66
4-φ14孔

25 50 25

100

30
30

30
30

60
17

0
60

29
0

110

6 6

2-14x30長孔

30
30

60

5050

100

30

30

68

96

25
50

25

10
0

φ
15
8

23
23

22

45
16

2
45

25
2

22

22
内側EPDM貼付(t=3.0)

2525

50 2-φ14孔

φ
15
8

2-φ14孔

350

25
25φ

15
2

φ
152

1

1

BN M8x50

(2-W付) PL200x1

200

施工時

排水管接続部全周シーリングL25x25x3

15
0

10
00

250

25
0 152

30

30

施工時

接着面シーリング塗布

4-14x30長孔   

4-アンカーボルトM10x80

(1-SW,1-W,2-N)

250

25
0 152

30

30

施工時

接着面シーリング塗布

4-14x30長孔   

4-アンカーボルトM10x80

(1-SW,1-W,2-N)

20
0

10
60

200

10
60

15
0

10
00

85
.7
°

85.7°

25
0

25
0

152 152

TSステンレス排水管   

(SUS304 t=1.2mm)

TS-PL_PIPE-L

TSステンレス排水管   

(SUS304 t=1.2mm)

TS-PL_PIPE-L

t=2.0

10

t=2.0

10

15
0.
0°

150.0°

152 152

TSステンレス排水管   

(SUS304 t=1.2mm) TSステンレス排水管   

(SUS304 t=1.2mm)

13
5.
0°

13
5.
0°

11
9

11
9

2 2

3

2-PL 100x6x378

2-PL 100x6x150

2-PL 100x6x122

8-BN M12x45

2-アンカーボルト M12x100

2-EPDM 100x3x245

2-PL 40x3x350

4-PL 50x2x341

4-BN M12x35

4-EPDM 50x3x230

2-L  25x25x3x200

1-PL 200x1x550

2-BN M8x50(2-W)

天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE-L　Type-1

製作数=2

NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

取付金具詳細図

T1

製作数=4

管接続金物詳細図

TS1

製作数=4

TSカップリング詳細図

C1

製作数=4

天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE-L　Type-2

製作数=2

NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

加工管R1

製作数=2

加工管R2

製作数=2

外周曲加工詳細外周曲加工詳細

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

    3.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。

　　4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　  耐食性向上の措置を講じる。

　　5.現地調査にて寸法確定後製作する。　

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

【待居橋】

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

排水装置取替工(2)12

排 水 装 置 取 替 工 (2 )
待居橋

S=1:10

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事



A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

【待居橋】

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

投物防止柵取替工13

投 物 防 止 柵 取 替 工
待居橋

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事

S＝1／20支　柱　図
裏　面　図 Ｓ＝１／５

Ａ部詳細図 Ｓ＝１／５

Ｓ＝１／５Ｂ部詳細図

正面

D-D 矢視詳細図 Ｓ＝１／５

正　面　図 S＝1／20

正面

正面

正面

正面

Ｓ＝１／５Ｃ部詳細図

・本製品の施工において正面、裏面の両面作業を要するするものとし、現地にて裏面側足場等を検討手配とするものとする。

特記事項

設計条件

・設計荷重　：　風荷重 2000 N／m2とする。

・空缶等の投棄防止目的とし、車両や重量物による衝突・衝撃荷重は考慮しておりません。

（フェンス自体の落下・飛散防止構造は備えておりません。）

添加部金具詳細図 Ｓ＝１／５

至
　
亀
倉

至
　
米
子

割  付　図 S＝1／60

取付ボルト

押 え 金 具

止 め 金 具

M8×125（B,N,W2,SW）

t2.3

t2.3（M8×20付）

39.2m  二連

0.07

0.15

0.02

0.06

合 計 重 量

120

150

672

330

18.00

2220.84

9.00

kg

13.44

23.10

本

単 位

枚

本

部 材 数 量 表

品　名

高欄添加支柱

金　　　網

胴　　　縁

Ｈ880×W1400用（φ3.6）

L50×50×t2.3×1400用

□100×100×ｔ3.2×3154

寸　法

STKR400

材　質

亜鉛めっき鉄線

SGH

56

2.53

4.75

2.62140 366.80

266.00

70.84

30.75

(kg/単位)

30

数 量 単位質量

922.50

質量 (kg) 摘    要

亜鉛めっき+静電粉体塗装

ヶ

セット

M16×50（B,N,W2,SW）

4.6相当

L100×50×t3.2×1400用

添加金具 B t6 2.2360 133.80

28

下 部 胴 縁 28 153.165.47

PL-t6×90×65 SGH

角ワッシャ t6 ヶ 240 0.21 50.40 SS400 溶融亜鉛めっき

0.18240 43.20M16×70（B,N,W2,SW）

亜鉛めっき鉄線金　　　網

亜鉛めっき+静電粉体塗装

亜鉛めっき+静電粉体塗装

亜鉛めっき+静電粉体塗装

Ｈ480×W1400用（φ3.6） 枚

本 SGH 亜鉛めっき+静電粉体塗装

SGH 亜鉛めっき+静電粉体塗装

組

SS400 溶融亜鉛めっき

SS400 溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

取付ボルト

取付ボルト

4.6相当 溶融亜鉛めっき

4.6相当 溶融亜鉛めっき

組

組

添加金具 A t6 2.5160 150.60 SGH 亜鉛めっき+静電粉体塗装

ヶ

ヶ

A1 A2

20
88

0
88

0

亜鉛めっき+静電粉体塗装

胴縁 L-50×50×ｔ2.3

88
0

20

取付ボルトM8×20

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

亜鉛めっき+静電粉体塗装

取付ボルトM8×125

支柱 □100×100×ｔ3.2

取付ボルトM8×20

溶融亜鉛めっき

胴縁 L-50×50×ｔ2.3

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

支柱 □100×100×ｔ3.2

溶融亜鉛めっき

取付ボルトM8×125

止め金具t2.3

溶融亜鉛めっき

取付ボルトM8×125

取付ボルトM8×20

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

金網＃40×40×φ3.6Ａ

支柱□100×100×ｔ3.2

Ｂ

Ｃ

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

胴縁L-50×50×ｔ2.3

溶融亜鉛めっき

取付ボルトM8×20

1400

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

1400

取付ボルトM8×100

溶融亜鉛めっき

下部胴縁 L-100×50×t3.2

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

取付ボルトM8×125

88
0

溶融亜鉛めっき

40

胴縁L-50×50×ｔ2.3

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

押え金具 ｔ2.3

溶融亜鉛めっき

□100

溶融亜鉛めっき

止め金具 ｔ2.3

取付ボルトM8×20
溶融亜鉛めっき

取付ボルトM8×125

金網＃40×40×φ3.6

亜鉛めっき＋流動浸漬塗装

下部胴縁 L-100×50×t3.2

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

下部胴縁 L-100×50×t3.2

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

18
07

88
0

88
0

20

1400

金網 ＃40×40×φ3.6

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

溶融亜鉛めっき

D D

48
0

45
7

17
80

15
0

200

200

取付ボルト　M16×70

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

角ワッシャt6.0

33
6

添加金具B ｔ6.0

既設コンクリート柱

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

2540

80

65

25

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

プレート ｔ6.0

溶融亜鉛めっき

取付ボルト　M16×50

20

90
□100

20
50

20080

25 2540

65

28
6

200

20
0

□200×200

（
22
4）

10

添加金具A ｔ6.0

亜鉛めっき＋静電粉体塗装

13
0

37
0

32
0

（
32

34
）

350

80
0

44
00

51
00

45
00
有

効
幅

員
30

0
30

0

22650 700700

橋長24050

投物防止柵長19600

14＠1400

投物防止柵長19600

14＠1400

26
27

52
7

30°
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88

：単管足場

単管足場側面積
A=67.8m2

起点側A1 A2終点側

起点側A1 A2終点側

米
子

川

A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

【待居橋】

一級河川　米子川

須坂市大字亀倉（亀倉町）

番号 縮尺 図 示15

須 坂 市

仮設足場工
床部詳細図(1)
［参考図］

14

仮 設 足 場 工  床 部 詳 細 図 (1 )
［参考図］

S=1:50

待居橋

2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事

平面図(1・3段目)

側 面 図

QD凡例

：手摺支柱を示す

：手摺・幅木を示す

：ノード位置を示す

：チェーンをノードに取付ける個所を示す

　固定ﾌﾟﾚｰﾄに負荷がかからない

※ﾁｪｰﾝに角度がつく場合は

　方向に接続してください。

チェーン接続部納まり(ノード)

吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**
吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**
ﾁｪｰﾝ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QDCFPJ ﾁｪｰﾝ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QDCFPJ

ﾉｰﾄﾞ
ｼﾞｮｲｽﾄ

QDNJ
QDJ**

2496

デッキパネル納まり(QDJ25J部)

デッキパネル デッキパネル

QDWD** QDWD**

t=19mm t=19mm

ﾃﾞｯｷ固定用平頭ﾈｼﾞQDFFBJ

ﾃﾞｯｷ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QDWDFP25J

231 470 152 319.5 152 319.5 152 470 231

ノ－ドピン納まり

ﾉｰﾄﾞﾋﾟﾝ(回転防止用)

QDNPJ

ﾉｰﾄﾞﾋﾟﾝ(連結用)

QDNPJ 吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**

ﾉｰﾄﾞｼﾞｮｲｽﾄ

QDNJQDJ**

チェーン連結部納まり

ﾁｪｰﾝ連結金具

QDCLJ

吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**

吊元金具(QDHM165)納まり

金属系ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄｱﾝｶｰ

HDA-P(R)_M12

吊元ﾌﾞﾗｹｯﾄ

吊金具

ﾁｪｰﾝﾜｲﾔｰ連結金具

QDCWLJ

吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**

30ﾟ以
内

QDHM165

※吊元ﾌﾞﾗｹｯﾄとｾｯﾄ

巾木天端

手摺支柱納まり

ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ設置位置
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2025年度　道路メンテナンス事業
待居橋橋梁修繕工事

A-A断面図

平面図(2段目)

B-B断面図 C-C断面図

QD凡例

：手摺支柱を示す

：手摺・幅木を示す

：ノード位置を示す

：チェーンをノードに取付ける個所を示す
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